


在 日外国人の結核 に関 する研究

－最 近 の 罹 患 ・患者 発 見 ・治 療 状 況

石 川 信 克



Ⅰ.はじめに

紙接が外国人や移住者に多いことは､従兵か らよ く知 られている■｡特に最近､

開発途上国か らの若い労働人口を受け入れ る先進 1:エ誠Li)では､外国人の結核が

Jdえ･医席上の大 きな問血 となっている.外国人に結核が多い主な要因は､ I)痩

学的な背 放 く既感染率)の遠い､2)松枝発病の民放的抵抗力のi2い､3)移住後の

不適 切な生活f=境による感染 発病の促進な どが挙げ られ る ｡疫学的曹長の違

いでは.美延の高い地域の既魯染着が旦延の低い地域で兜病する喝合が一役的で

あるが､高&建国での兼感染者が､低亜延回内の感染 串の市い小地域へ移は し怒

染する場合 もあ る｡

Ltr界人口の 8割以上 を占め る脱発途上Egの殆 どで､紹似 ま高率延状皆であ り､

人 口移勅や交流が岱んにな る最近の ttt界的な傾向の 中で､結核が低31延状堰 に

入 った先進工工国が､ 自国の結核対策 を ｢外同人または移民｣に対する対策抜 き

で退行することは四雅になっている｡多 くの粥欧先進紡同ではこの諜泡に対 して

様々な対応がなされてつつあ る｡

日本の結腸 は欧米先進紡国の後をiBって､芯近 ようや (旺盛延状他に入 つたが､

L980年代後半よ り労働人口の国粋化に伴い､外国人の他LJZrtrJ雌がJt7加 している｡

外国人の結億 も亀床や公衆衛生の現場で 目立つようになり､従Aの絵は対領では

対応 しきれない課題が生まれてきている｡ しか しそれに対 してBL在火だ戯睦的な

方策は出され ていない｡外国人に対応 した結核対策 をつ くるためには.ますその

実態に関 して 卜分な情報の収雅とその分析が必蛍であ る｡特に従戊外国人結核公

布の突放での増派に関する稚告はなされて きたが､疲了的指打であ る確急事の推

定 とそれに基づ く分析は全 くなされていなかった｡本研究は､ これ らの疫学的分

析 をは じめ と して､従来得 られていなかった臨広疫学的分析を日jFで初めて行 っ

たものであ り､ これ らをもとに､在 El外国人結核の背男と対策に関する稔合的考

掛 こ迫 ろうとするものであ る｡なお､本研究の根 幹は結核病学会誌 ｢結抜｣ (19

95年)に船威されたが=､本論文は､その後のjB加分析や崩新の文献 もhi)えて､

さらに険討 を行 ったものである｡



Ⅲ.研究の背37t

I･欧米工R先進国における外国人A吉越の状況

欧米の工ヱ先進国では､ 1970年代に馴 こ外Ei7人労■首の結接が大 き く取 り上

げ られたが､･kn近では薪登録結核懲古で外四人ない し外国生 まれの 占め る割合は

非常lこ高 くなっているト 1｡ (付表 日 ｡オランダ､ スウェーデ ン､スイス､イギ

リス等では50%を超 し､カナダでは500,I.n後､ ドイツ､ フランス､合衆国では20

-300'･台 となっていて･ これ らの団では外国人 を考慮せずに 自国の桔横間晦を品

することはで きない｡また正道では結核が著 しく減 ったオセアニア先近,.]k国でも

同様の胡瓜 が生 まれている1日 =-｡ それ らL=共通 す る特色は, I)年々外国人の割

合が州加･2)特定の都市に畑中 している､3)入間後 5年以内の発病が糾 ､､4)リ

ンパ節などの肺外結核が多い･ 5)治舶脱議､典剤il性 など.･Ll.石簡埋上のfEJ屈が多

い､6)現地住民や他グループへの感染は低い等であ る｡

2･外l可人括版 を考える諏方tの模式図

ある期rql･国内に滞在する外国人は､人 き く3つのグルー プに分けることがEI,.

凍 る (付図 l)｡即 ち､ほほ 5年以内の短期滞在者(A)､ 5年以⊥の長期滞在者

(8)･そ して 2世･ 3世も含む永住者(C)であ る｡各々か ら態様忠 &-は尭生するが.

従来結核擢怨串において芯 も高いのか新 しく入Egした海糊滞在者(A)であ る｡I;

期滞在h(a)や永住者(C)は･その他励 二走者するL=従い､一般に結核擢懲率や死

亡平が減少 して行 くが､長期に芯擢患 コホー トと しての特性 が環 く｡即ち罷.EBl準

や死亡率が滞在先の住民よ り商い まま並行 して減少 して行 くことが､英臥 米国

の移民や在 日解団朝鮮人の分析で捜鞍されている一 い ･,-｡ しか しこれ らの うち､

罷JB準が値 も高い短期滞在者(A)の擢心故､忠苫発 見 ･治槻管理の分析が最 も重

要であ る｡



3.nJtにおける外国人拾核問題

3･1保牡 ･庶政横関による報告

EjJ7;では 1980年代後半 よ り･従兵か ら長期的に居住 していた中国系または鴫

Eq･朝粥系 を中心 とTる永住外国人に加え･開発途上国か らの薪,kの外国人が急

結核伯噂に関 しても･様々な保だ .医棟現閑か ら報 告がなされてきた ･-こ,｡ こ

れ らよ り･い くつかの地域で外国人の結核･<il肴が増加 し､従火無か った新 しいFal

腰やm伍が生 まれていることが明 らかにされて きた.即ち､言語 ･文化の通いに

よる抜々な間頓､社会的制約などによるfお古発見の遜れ､治療上の困畦､73に高

い冶輔 中断や､jEl去の不十分な治掛 こよる芯い光則El性申､ 日本語学校や有功で

の険診の必要性などである｡

3.2丹生省コ三億訴1乍

厚生省は 1989年以来 3回の外国人結核態者に関する舶盃を実施 したが… 二5'

19m 年の凋虎 (以後Ⅰ993年実態調正 と呼ぶ)は､外凶人大凶 6-が榊加 し始めた1

987年以降6年間(J987年～1992年)の毎年の全新丑鮫,,D.古を対奴に したので.舵

咋qL‖こ新堂以LFiI.者の推移 を見ることができた. その淵 たで明 らかになった上な恥

色は以下の通 りであ る｡

1)外国人結核一L)者の新里掛 ま年々増加 してお り､ Ⅰ988年lま日0人 (男女とも55

人)であ ったのに対 し､1992年には593人 (男299人､女291人)となった｡

2日 992年の外国人新宝隷患者数は､その年の ロ本における全新亜鉛tお古の12%

に当た り､欧米誌国に比べ るとその割合は まだ小さいが.年齢や地1_iによ り

首 しい触 りがあ り･20才歳代に限 ると全句預の83./C､この年齢層の埜抹罷作

･lii石では LO3%を外国人が占め る｡ また地域 的に火 ると､東京都では全新金

港結核患者のJ2%を､20歳代では)95.,.を外国人が占めている:̀ ｡保出所 レ

ベルでは さら(=tiりがあ り･新宿や池袋などでは全新 宝藻の )0･/.前後を外国

人が占め る｡ また外国人恕者の年齢分布は20130歳代が85%を占めてお り､6

0歳以上の高齢者が半数以上を占めるElヰ全仏の結 核 t!3.石年齢分布と11照的で

ある(付i'2)｡
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3)出LIBJ判では､外国人結 核哩を全仏の中で､ 中円､哩国､ フィリピンが60.｡

を占めてお り･品近はぺJL-､ ブラシノしな との 日 Y=人 も増 加 してい る(付]<

3)･ しか し･ これ らの回か ら文てい る外国人 母人口が不明 なため､尾 Li,辛

(新豊銀串)は計井で きなかった｡

J)男女差では､19i7年･L992年の全丑較忠 右),7IO人中､!Cは897人､女は怠13

人で､全休 と して男がやや多 く､出身何例では フィ リピン､ タイ､叫国に女

性が多い(付表 2､付表3)｡

1994年以降は､ Ⅰ997年度に追加の全Eg淵正が行われたが､その結果は兼だ発

表されていない｡従 って､1993年実態講正結果が現 在〒FIられ るhiLも新 しい捕 報

である｡

3.3 必要な分析 ･研死滅滋

ヒ･!己の紙報告は･国全体の状況把掛 こ必要なあ る程度のm報を鍵供 したが､今

後のよ り良い対策 を作るためには･さらに次に挙げるようない くつかの分析が必

嬰と々え られた｡即ち､ I)外国人結 抜擢心中の推定及びW,,出.料 こ影苔する囚 T-の

せ頼 ､2)虎病時期(入園前か後か)､3)LL,Ya析 発見方法､診断時病状 と雅兄の過れ

に関する分trr､4)治療状況に関する分trr､顎であ る｡



Ⅲ.研究 員的

研究背環で軌現 したよう!こ､欧3k先進諸国では､擢TL,串､治推祝 言率､轟村耐

性事な どが志し､ことで､外国人の結接R岩場 が､現在の結核対偶の中心的な戊現 と

なってお り､技々な方策がikじら九ている. 方､わが国:こおいて､現在は全電

線結接惣 削 二村する外国人の割合は欧R詰剛 こ比べて束だ小さ く､そのための特

別な.9着発生動向調査 (サーベイランス)や対策 も存立されていない｡今後わが

』=二おいて もEil特化が進む中で･欧米誌回のように外国人の結怯恕古が増加す る

可能性が別 ､が､その実態に関する伯報や分析は束だ不 卜介であ る｡柿にfiti;皐

に関 しては､外国人全体で も出身国別でも人rlが不明なことか ら従):Jは されて

おらず.痩■芦的な分析はなされていなかったと言える｡

そこで本研究は､ 日本における外国人結核の特色を､特に碓怨 (宛蛸)､懸者

雅兄 (診断)･ そ して冶錦上の視 点か ら分析 し､従火知 られていなかった以 Fの

aiErRFを定見的に明 らかに し､今後の対雄 づ くりに役立つ基腿的笥料 とすること､

および､その結尖に基づいて今後の封筒の経度 を比′LiすることをE]的 とした｡

研究上の&Lr告=ま以下の通 りである｡

I)在 El外国人結核の罷.LP.撃はどの位か､

2)槌公判 こ影響する田子に何が考えられ るか､

3)いつ掘心 ･発病す るか､

4)どのように診断 ･発見 されているか､

5)未発見苗､兼登録者はいるか.

6)治銀は十分行われてい るか､

7)今後 どの よ うな対韓 および月報のための伯 報 システムが血要 と考え られ る

か｡



Ⅳ.対象 と方法

最近 (】930年代後半以降)入国 した在日外国人を対象に､入手できる様々な疑

計疫学姿t4や､薪+=な&血による結只を用いて記述的な分析 を行った｡今回の分

析で ｢外Li7人｣ とは､原則 的にいわゆる ｢新 しい人用 を (ne､､comer)｣が9Elに

増 え出 した時期で･厚生省実態訴盃が対象に した r19$7年以降に入国 した外国

人｣を対象と した｡ただ し､3ケ月以内の旅行 者は除外 した｡

1.舵也 ･究蛸にLuする分析

抑 二桔抜擢収率の推定､発病時期の推定 を行 った｡

)･lLE口外同人軒棲粧,'i!半の推定 (研究上の恕(a)1主は ぴ 2)

1･l･1/EEj外同人母人 口の推計

超過滞-lf占 (法諜'8統 計では不法残留肴)等 を含めた出身国別外国人の母人口

は既存の統 計 が撫いため､ 出入国統 計 染料か ら吉山 らの方 法Z-)に よ り推 計 を

行った｡即ち､法務省による出入Eg管理統計fE料."をJ77い､出身国別に各年次の

入国者数とその後その群 (コホ- ト)か らの出凶&政を差 し引 き､年次別に残 っ

た出身Eg別人Ejを算出 した｡それ を用い､以 下の 2つを計許 した｡

1)入国年 (コホー ト)別摂察年別外国人推定稔人n

現頼年毎に出身国別人口を合計 して､外国人稔人口を推計 した｡次に前年太同

人口との平均値 をもって伐採年年央人口を計方 した｡

2)出身国別推遠見TL人Ej (1987-】992年)

出身国別打世事の井出のため､出身同別外国人人口を推d=ノた｡怨 古款が少な

いことによる税察年毎の擢農事のば らつ きを掛 ナるため､1987年か らⅠ992年の

6年間の果糖人口を計拝 した.

1･1･2人同年執権.'i!半推拶

ます･)993年実慾調査原fid (】987年か ら】992年までの入団 8-でそのrElに丑
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鮎された結抜(I-1苗の調査印判で､外国人総は-こ別 して合田aI血としては位もlul頼

できるff料である｡)を用いて､入団 EF.空撮年別外国人結核立簸 占政を符t.=｡

これ を分子 とし､上記 1日 で得た外国人全体の入国年別t2察年別の推定人口を

分母として､入国年コ,71- ト別捜索年別の枯枝Etii市田 ち羅世事を計拝 した｡

111･3入国後滞在年B(a)7LLA*

入国年コホー ト別にそれぞれ入国後滞在年魚別の擢 恐 やの推移を分析 した｡

1･1･4 .Ll'-身Li117J平均描出串の推定

上丘己(JI)で推計 した出身国別外BT人の鼎前 人口(l987-1992)､および1993

年実態娼丑による出身国別累計結核丑鎚 占数 (19日 -1992)を用いて､出身別 ･J

の削 兵権瓜中を推定 した｡･LB者の縫対数が比慨的少ないため､ 19等7年以降6年間

の平均擢恕串を計算 した｡

l･2プ己軌的畑の推定 (研究上の設ral3)

虎応近郊 の1 な結 抜診虎機 関で､外 国人.Lil者が多 い施ぷ 5カ所 を選 び､屈近

(]992･94年)入院 または外来受虚 した外LfI人結核,EuP.片で､1987年以降に入国 し

た&･の胸部X綿写真や砲床資料を用いて結核印門の贋師 2flが判定 し､肺結核恕

削 こ関する発病時期の推定 を行った｡次の 3つの発払形式を想定 して分崩 した｡

即ち､a)3t崩 した状態で入国 した (入国時､胸部x繰上明 らかな治効性所見があ

ち)､b)不活動または治頚痛典 を持って入国 し､ その後発病 した､I)入国時は発

病 していず､胸部X綾上でも児状が無かったが､入国後発病 した､である｡

2･必 打発見 ･診軒に関する分析 (研究上の設問4および 5)

)993年実態月正賢科を用い､公宅の診断 ･発見方法､診断時病状 と発見の遜れ

について様々な背郎 リによ り詳 しい分析を行 った｡太丑怒 古の可能性 や程度を搾

るために･遜過滞在者の塁茸状況を推建 した.上8)ち､全外包人中の屈過滞在者の

削合(法抜省i5料=一))と･結核登録者中の推定軌 B滞 在 古を比較 した｡後か ま医席

符支払いが 自習の 首を.hn高価 として推定 した｡



3.泊地状況の分析 (研究上の設問 6)

1993fF実噂97査資料を用1､治境の稚jaや結 T:こついて､出今回､竜三,発見

方法､排函有無などの背景真美別:こ分析 した｡

4･対策のあ り方にEqする考察 (研究上の設問7)

JF研究の過程 で得 られた知見､it.k項 目に関す る分析結 唱､および欧米先進地L凶

の対策に甜する梢確等にもとづき､今後の外Eg人結核への対応､対韓のあ り方 を

七略 した.

5.統計的処理J)一法

擢･til価 の推定 値､符に入国年コホー ト滞在年政別様仏 串 (図 1)では､各年次

別に95%Li頼区組を示 した｡95%倍械Et恥 ま､推定値±196×ほ準偏差を用いて

計37した｡ また仏者発見､治療上の竹男による比較では､ E]水の平均他 との比較

をは じめ･必要に応 じて 2×2のx2検定 を用い､ILIUFNで ff意岸の換言Iをした｡



LhI E等果

1.擢Jム･児病に幽する分析

1･1外同人括揚程.Lii半 (入国iFコホー ト571､枚穀年別)

入国年 コホー ト別に推計 した外Eg人母人口 (年央人U).およびそれぞれに対

応 する外国人絵臨恩 舌鼓よ り算出 した入国年コホー ト別結核 柾,A.串を税察年別に

ぷ 1に示す｡捻校定頒率は全仏 としては･同年次の Ell'F全仏の擢怨 串よ り痛いが､

入EF年コホー ト 校察年L=よって､かな りば らついてい る｡ 1987年入国コホー

トでは､全結核擢･til辛 (人口十万対)は､1987年で226､1938年は435とそれ

ぞれの 日本全体の様態牢よ り低いが､19$9年の789は El本の同年伯431よ り18

倍市い｡1988年入国コホ- 卜は､同様に 1988年の揮怨串は 日本の他よ り低 く､ I

989年には55tであ るが､ 日本の値の13倍のみであ り､その後 1992年にはかな

り低い L9ほ で減少 してい く｡】9B9年入国コホー トは､ 1989年は943と日本全

休の22倍､その後1992年の58ほ で鞍で少 してい く○ l990年入国 コホー トは､ 1

990年が750とEl本全体の I8倍･その後Ⅰ992年のJ56まで減少 してい く｡1991

年入Lgコホー トは･199L年は789と日Jt全体の l9倍であるが､1992年は511ま

で減少する｡1992年コホー トは､t992年は IOOlで､ Eは 全体の25倍となって

いる｡各コホ~ トとも､高い ときは, 日本全休の2倍前後の高さで､その後淋減

して行 く仰向が見 られ る｡

薗IQ抹般性結倭羅忠幸 も･全結核確他車 と同様の仰向を示す｡即ち､1987年､

1988年を除 き･入国年次は･ 2倍程度の高さ(卜万月20-30)で､漸次減少 して行

く.

1･2 結抜柿必半の存在年政別推移

衣 1で示 した全括抜擢公平の推移を､入四年コホー ト別に甫在年軟による推移

とい う視点で見 たものが図 1であ る.既に 11で見たように､入国年 コホー トに

よる多少のば らつきはあ るが､1987iT=･ 19台8年の古いコホー トの入国初期 を除

けは,扱ね滞在期間が長 くなるにつれて羅怨串が#次拭少する傾向が見 られ る｡

9



1･3 出身国JPJ平均結棲催.ED串 (1987-199Zq~)

6年間の平均結核羅患皐 (人 ｡十万対)を出身国 別に裁 2に示す｡1987年以

降の入国年が明 らかな外国人全鉢では58 1で･ 日本平均の = 倍であ る｡入国年

不明の者を含め ると罷 忠串は全体で7日 とな り､ E3不平tiJ(J26)の 18倍､回に

よって2･6倍 と高 くなる｡ これ らの人は､入国年は不明でも､調査時 1987年以好

の入Ei)石と判断されたので､ この世の方が､本来の 平均擢 態 やL=iE･V､と考え られ

る｡い くつかの国 を見 ると･輯匡=ま100(人同年不明者 を含む とL28)､ フノ リ

ビンは69(含不明者123)､ペルーはlJ5(含不明 石176)､ ミ十ンマーは206(含不

明者143)と菅 しくか ､｡外国人の平均年掛 こ合わせ.同時糊の El本の 占壮年20

139歳での平均擢恩串257と比べ ると､外国人全体で23倍 (含不明者3Ⅰ倍)､

国によって2-8倍 (含不明者3-IO捨)となる.塵抹陰性R･む串では､外国人全

体は 177で､ El本平均のl7倍･日本77壮年の25I.富であ り､ El本人よ りやや項癌

で瀬見 され ることを示唆 している｡

14 兜蛸時JEllの推定

1937年以降の入国者で､B近束 J/,近郊の 5施股で.I,AWrされた外 国人,･出方は157

人 (入院他者 103人､外来でのみ受増 した.lil.者5J人)に対 して入同時の胸隷X線

写井上の推定所見を袈 3に示す｡入院拙 者では･入出時にtZ.動所見がある､即ち､

発病 した状態で入国 したと判断されたものは32人(31%)､入国時,少な くとも治粒

像があ った､ または何 らかの所見があ った と疑えるものは合計29人(23%)､入国

時は発病 していず･胸部X楳J=で も井伏が無かった と判斬されるものは合計42人

(1Ⅰ%)であっ1=｡外凍施設の規穀では､入国時明 らかに発病 していた と判断され

たものはl人目5.̂･)､少な くとも治葡俊ない しは何 らかのX頼上の所見があ った

と判断され るものは]8人(33'/.)､発病 していなかった と川桁され るものは合計2耳

人(52+/.)であ った｡外来患者ではやや軽症で発見 され た場合が多 く､入院懇肴で

は､丑症化 して発見された唖合が多いと考え られ､これ らか ら､入国後ほぼ5年

以内t=発病 した忠 古では･約半数は､入国時に胸 部X塀上で何 らかの男前影が

あったことを示唆 している｡
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2.ID占発見に関する分qr

2.1発見方法

結核診断の きっかけになった発見方法および発見場所を表 4,ぷ51=示す｡ ぷ

4は･症状による自発的な医療簡閲受E珍か､定期 または特別な鮎雄虚断によるも

のかを示す｡外国人全休で､有症状受診(有症状発ii)がJ67･,i､鮭ZZ診断(妊診 発

見)が3651/･で･ 日本の平均 (それぞれ79門.､ 172･'.)に比べ､明 らかに石症状

発見が低 く･鯉診発見がか ､｡性別では､ 日本全体では統計上の性比較が無いが､

外国人･ELほ では性差が見 られ､91性 の触診発見(一25%)が女性のそれ(300%)よ

り糾 ､(p<ool)｡祉諺発見は､ 当然なが ら日本語,7校生 (640%)が､非乍佼ノト

(238%)よ り高い(p<00I)｡特に非 E]本譜学校生の女性､保険無 し 不明の女比

に低い (それぞれ 138%､ Ⅰ69%)(p<00)),逆に有症状発見は､非.7校生 (59

3.,'o)に高 く･特に女性(65一%)に布い.鮭康探険の有無別では､何 らかの探険が

｢有 り｣の外国人が r無 し｣に比べ圧餅的に健診発見が高 く､ ｢.q L｣の右症状

受診が高い(p<001)｡保険有 りでも女性の旺診発見(328./.)は､刀性(J790,.)に

比べ低い(p<00り｡

R Sは､診断の きっかけになった只体的な場所 を示す｡外国人全仏 として､防

府機牌発見(591%)がEl本全体(794%)よ り低い｡真蔓りは､学校や職場の鯉虚 が 1

99%･保鯉所での陛虚が13-8.,'Oを占め･これ らは HJを全体(それぞれ Ⅰ21%

12+/.)に比べて明 らかにか ､｡tは 別E=見 ると､学校 ･戦場が ET本語学校生およ

び也は工に多い｡飲点 ･接客業や実印では･医療知的が多 く(8名～89･/,.)､その他

が低 くなっている｡

2.2兜兄ILf縞状

'診断 (発見)時の納状 を並6-7-JZ6_3に示す｡

嫡薪 (T{6-I)では､肺総揚 と肺外結核 の割合 をEl,本譜乍佼生､非学校生別に

見た｡外国人の ｢肺外結核のみJ の割合は全体で67%で､ E).仁全仏の7L%にJJ

L差がない｡肺外結校の男女差は･男性(45%)より､女性(9】･/.)が有 削 こ多 く

(pく00り･その差も8ノ女人全体に近いが､ El本の女性 によ り肺外がか ､｡ El本譜

学校生 ･非学校生別では･それぞれ35%､日 %で､非乍佼生L=肺外結核 が多い
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(p<ool)｡タ】女間では日本語学校生で蓋がないが､非 臼&治学校生では差があ る

(p<00日｡特に非 日本iLK学校生の女性は恥外綜枝糾 07%と右音:=多い(p'ool)｡

空洞7日Bl (蓑 6･2)では､空洞1iりの割合が､外国人全体(367･,.)は､ ET本人全

紘(37J-I.)と大差な く､男女差 も見 られ な.､｡た:EL.非 El本譜7 校生の77空洞

対合(134̀'.)は･ 日本虚苧校生(2220,･)や日本全体 と比べて首 しく多い(p<ool)｡

鳴療 中の戚塗抹際性結果 (滋 6-3)では､外国人全体の階性串(30J%)は､ 日本

全体(3L7%)と大差ない｡ 男女差では､日JF全仏では､女性にhl性和が低い(27

2%)のに比べ､外国人では･女性(336%)が9;性(274･/･)より訂.､(p'ool). 日

本磨7=絞生 ･非学校生別では､非学絞生(337./.)が学校生(125･/.)に比べ圧 倒的

に儲際性串が高い(p'001)｡保険前無別でも､保険無 しの菌陽性串 (467%)は

保険有 り(258%)に対 し有意に商い(p<00])｡

2.3 受診の遜れ

有症状受診 占 (798人)の中で､モー7鞭があ る占 (659人)について,症状 が出

てか ら医錦織朋を受診するまでの期間 (受診の遅れ)を伸展別に&7に示す｡外

四人全休 と して､ 1ケ月以内の受診 者は7120,.､ 2ケ月以内 (1ケ月以内を含

む)の受診 削 ま819%であ り･ とも(=E]本全体の 平均 (それ ぞれ70 ]%,83

7./')と比べて差がない(I,01)｡性別では､ 1ケ月以内の受EL,A別命が女性(=低 く

(674%)･即 ち女椎に受虚の選れが見 られた(p<005).成業別に見ると､飲点 ･

接客某(597./･)が外国人の中で受診 までの期f''Uが長い(p'005)｡出身同別では､

中国､ペルーが短いが､中国のみが77意であ った(p<005). 2ケf7以上の丘期超

れ受診者の割合も､外国人 と日本平均 とで差は射 ､｡ また本講丑ではrR故は少な

いため有意劃 こ至っていないが､出身国による受診の遅れの差が7r;噴 されている｡

2.4 超XA瀞Lf首のi2妥状況

外Eil人篭 人口中の超過滞在名および培核店 古中の超過滞在石 (推定的)の割合

を対比 したものが表 8であ る｡法 扶省!=よる推定では超過滞在の外同人は約30万

人で､在留外国人の34%を占める:り｡外国人結核,'Li石での崩過滞在古の実態は不

EJJJであ るが､推定の足がか りとして､外国人紙は実態調iiで冶折蹄支払い方法が

｢日放｣であ るものを超過滞在 者(正絹 位) とすると､全.,Lt.古では21%とな り､
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e人口:こB･丁る割合 よ りかな り政二､｡出身国別の比較では フィ リピン出身の結核

恕舌では他のEdと異な り､ r自費 J か ら推定 した眉過滞在の恐竜割合が稔人口中

のL.m合よ り高い｡

3.治娘状況にLMする分析

外凹人結抜管首の出身国別,昭 電別､その他の作異例の冶頼転届を&9に示す｡

外国人原 音全体の冶冊完了串(633%)は･ El本 平均(86i%)よ りかな り低 く(p<o

ol)､同内の他地域への転出､如回等による治療 中断要因が多い｡完丁率には ヲ王

女差が見 られない｡出身国別では､ 中国は外国人の 中では完 7率(737･/.)が㍍し､

(p<O01).バ ングラデ シュの完了串 も択い(552''.)が､実政が少ないため77竜王
に至 っていない(p,0I)｡昭文別では､飲食 ･接待菜 が完 Tや(4日 %)が低 く(p<

00))､花見方法では､紅"今雅兄で完 丁率が高 く(712%)､有症状雅兄に低い(p'

001)｡西塗抹焼香では､取性 首が陰性 古よ り完 7牢が低い(457%)(p<001)｡



Ⅵ.考察

I.擢恩 ･発病に関する分析

l･1外国人結腸 狂恋串 (入国年コホー ト別､蛾稀年別)

外Eg人結核罷食事が入E9年コホー ト別に推定で きたことは､ 日本においては本

研究が初めてである｡入国年のグルー プL=よって､入国後の結核罷恕率が異なる

ことは､外国人の結核発病には･出身Ei･性､年齢､ またそのグルー7の詩妖性

などの因子が影響すると考え られ る｡ しか し､本研究の対象である全結核想者17

10人中1 987年以降の入Eg者であっても､正確な入国年や出身国の記載漏れ

不明があったため分析か ら除外 した ものがJ13人(26%)もあった｡従 って今回の

推定値は実際 よ りはやや低 く出てい ると考え られ る.特に1987年､88年入国 古

の37年､88年の擢恋率がやや低いのは, この年 代の入国者の神教 とも､ 5年後

の蒜 り返 り調重のため､併鞍漏れによるもの とも考え られ る｡いずれに しても本

来の確 忠串は これ らの年では､菜 1で叩 られたもの よ り少 しホいと思われ る｡後

に分析 する全休または出身国別平均擢怨革では､ これ らも含めた値 も併記 した.

1･2 絵抜擢忠孝の滞在年赦Bq推移

1937年および L98享年コホー トでは入Eg直後の擢 懸軍が低い要因には.3)外

国人が入EEL始めた初期の入国者は入Eg時 よ り錘戚 な人が来てお り､入国直後の

発掛 ま低い､あるいは診断が選れなどで塵産着のみが登艮されている､b)入団初

年度の年央人 口推定岳が真の値よ り高い(人口式人が増加 しているときは年後半

の方が入四人口か高 くなるため前年度 を Oとして平均値か ら推定 した木研究の年

央値が高 くなるため)～C)鞘丑時点が l993年の振 り返 り調査のため､その時点よ

り時間が 5年以上経過 しているために除外 された登畳票が拾いきれなかった r捕

れ｣L=よる･の三つが考え られる｡最初の発病率の違 いは証明 し!=くい｡診折の

遵れや重症者への偏 りは後で述べ るように見 られなか った｡人口に関 しては､法

務省資料か ら前半 6ケ月 と後半 6ケ月の流入人口の差 を見てみ ると殆 t･差が撫

かった｡ ｢滑れ｣の可能性が最も高いが､その場合､厳密に言えは､滞れが多 い
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と思われる年次を除外 して分FrTする必要があ り･その桝 よ､ 平均従愁 串はやや増

加するであろう｡&研究では･漏れの可能性は臥 ､つつも･菰証が.kt､のでその

まま用いた｡但 し､ その年次の惣名が特殊な背Btを持 っていなLか換討す る必要

があろう｡そこで､1987年･1988年入国咋コホー トで l987年･19m 年に盟鮎

されたとする患者朗 十82人の発見時楯状や背祭の検p!.tを行った｡彼 らと外Eg人

全体を比較(‡2人の皆/外国人全休の胎)すると･触診発見のgl合(42%/H %)､

肺外結核の割合(6Ⅰ%/67%)･空 洞あ りの潮合い5%/37%)､菌 憤抹職 性の割

合(33%/30./･)､lヶ月以内の受診(79%/7"･は とで､有為差が無 く,出姻 ､

性比でもBは してお り･特殊 な鮎った背景は無いとfIJ断された｡

Ⅰ989年以降は入国年が新 しくなるほ ど入国直後の羅憩串が広 も芯 くその後漸減

して行 く｡英国やカナダの視察で も入国コホー ト別に滞在細肌 こよる擢附 の.I

波が見 られている一 - 一･

1･3 .F句括援擢JtB* ()987-1992咋)

在 日外国人の人口に対 する結抜擢せ串の井出は､人口の母数が不明であ ったた

め･従来できなかったが･本研究で- を行 うことができた○入国年不明 斤を含

めた本研究での推産 地 と､新入国者が多かったカナダにおけ るLLは 同別の擢 …

(1975年)H を比較すると (本研究のut-/カナダの馴 ･伯国(L2即 日 2)､ フィ リ

ピン(99/Ⅰ62)･台湾(2巷7/258)､などやや近い｡ また､vHoに報Jutされ た鯛 に

おけ る結核擢想率("90年)州 とも比較 してみると (本研究の伯/wHO軸篤他).

経国(12S/= 9)､ペルー(l76JL76ト ブラジル(35,55)割 ま､類似の払であ るが､

相 (loヰ/33). ミャンマー(2" /30)･ フィ リピン(99/521)､タイ(250/SJ)SEま

才 しく児なっている｡それ ぞれの団の保鯉 システムやサーベイランスに影苛され

るので単純な比較は四だであるが･本研究での値の妥当性 を考黙 した ｡､あ る程

度の傾向を探 ることがで きる｡ これ らよ り,入国年不明 古を含む推削 ぎの方が熊

の位に滋いことが伺われ る｡また これ らの平均様似率は､】987-1992年の丑ii懸

奇数に基づいているが･途J=国にBける結核擢患状況が･-｡速に減少 していない背

景を考えると･この政敵 ま最近(1990年代)の状碇を印すものとして用いることが

できよう｡従 って､在 El外国人の全体の平均結嶺様態牢としては､人口十万JLJ78
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Jを用いることができよう｡その場合の95%IU軸区間は､747-i21となる｡

1.4発病時期の推定

発病時期の推定 よ り､惣 音の手放近 くは入国時に何 らかの胸 辞X揺所見 を右 し

ていたと判断 され､入国早期に繰詮を行えば､要医鍵 ない し要悦軽 として発iLで

きることになる｡それはまた逆にその残 りの f分ない し少な くとも30｡,.は入国後

発病 したと考え られ､入国時の触診のみでは対応で きないことをも示 している｡

カナダにおけ るアジア系入国移民 2万人の 4年間のjfiP事fn穀では､兜病患 者1日.

が入国時の胸 鉦X線検査で右所見であ ったこと､59%は入国時男前な しでその後

発病することが示されたJLp｡米国におけ る応近の調査でも､外国生まれの結抜取

者の約30%は入国後 1年以内に診断されている6･｡即ちこれ らの恕 斤の殆 どは入

国時に何 らかの所見があったと増えられ る｡

t993年丹 生省実態淵riでは､入国前の処方JZ状態に関す る質問調血が付随 して

お り､ 結核 恕者 (1236人 )では､76',｡が ｢入団前 牡伊 ｣ と し､2J･/;が ｢不鯉

gE｣､ ｢病EJL程駐中｣､ ｢括傾既往だ有 りJのいずれかを苔 えてい る｡ 一方同時

期に行われた一般の健康な 日本旗4'放生に対する調否':では､回答 石目511人)

中96%が ｢入国前経度｣と し､3%が ｢不陸蝕ない し病気檻,･iilf･｣と苔えている｡

これ らか ら･rii者群では入園 前よ り休渦が悪かった者､既往症のあ るものが布 引 こ

高いことが分か り､入Eg前か らの発病E･がかな り含 まれていることが示されてい

る｡

1.5疫学的将来予淵の可能性

本研究の主要 目的ではないが､上記の分trrで得 られた外国人結核粧心串を用い

た将来 予iPlができれば.対策立案上市益である｡理論的には､外Eg人結核.,i,.占故

は出身国 と入Eg人敦に大き く左右 され るので､出身国別の (人口x擢怨串)の和

で瓦井できる｡ しか し銭割 二は､出身国別に滞在年数別人口と滞在年放別種皆や

を掛けて計方 した和 となろう｡ただ し､入凶 占故はかな り政治的､縦続的要日日こ

よって変化す るため良糊の予測は困難であ ること､出y国別の磁心串も母国の疫

学状況によって変化 し,またグループによって差があ る｡近似値 と しては､外国

人全体の傾向が､これ まで と同軸と し､滞在年政の傾向及び入国後の程忠孝が今
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まで と同校 とすると､上記 IZにおけ る全外国人の平均擢恩率 を用いれば､様 々

な人口変化に対 して予tN他を針弁することができる｡ちなみに予刑を試み ると=､

入国者鼓が由年､59dずつ増加･ l%ずつ減少する等の喝合をそれそれ.想定 し､20

05年には外 国人の新i!鉦結怯'Ht石敦は=69人･816人 となる｡大歳lこよる同年の

全回推定紹 枚駁者穏欽汁 121人" の- %-25｡,･を占め,現在の 12･/.の2-3倍 と

なる｡欧米p相 に比べ､串としてはまだ低いが､地域や年齢の偏 りを考鹿すれば

ltJ雑上の課也は今後増 し続けると考え られ よう.今後入国者の人口がよ り正削 こ

入 手で きれば,予洲 まよ り正諒になろう し･その後の実際の発生状.Rと対比すれ

ば､推定確怨辛の妥当作の陰謀もで きるであろう｡

2･.'i!者兜兄に関する分析

2.1発見方法

発見方法の分析か らJえることは､外国人の結核懇&･では､EI,h全体の平馴 二

比べ･触診発見によるものが著 しく高 くL健診の有効性が示されている｡ただ し

女性は全体的に健診雅兄よ り有GF-状発見が多い.また.BLLJi保険がある人に触診

雅兄がA･JL＼のは, El本譜学校生も含め､社会的な保甲 もあ り､健診の税金が多 く

あるためであろう｡超過滞在 占乳 社会的保持の少ない人は､鎚朗 L会は当然 少

な くなると考え られ る｡ しか し捉険があ っても女性t=班診発見が庇いのは.外同

人女性 が9!性 に比べて不利な条件におかれているため ではないか｡発見場所 と し

ては､外国人では･職場換診､苧rx検診や保紀J*の役割が一般の El4人に比べ大

きいことが示されている｡飲食男､接客某 などで鯉診発見が少ないことは､広 く

社会的に他に懸染させ る危険性がrLuTい点か ら･安巧 ･主hqvCこ触診兜兄が低いこと

は､家庭内で乳幼児への悠染軸会を増す危険作が高い点か らそれぞれ注 目に値す

る｡ これか らの対策上の諜雌 としては､非 日J柑 学校生､女性､保険のないもの､

飲食 ･接客涙への陸診艮会を増やすことであ る｡

22兜見時hl状

外国人の月-5外結核の割合は､欧米詣国の相法では殆 どが20-30%と許し､のに比

べ･在 日外El人は67｡｡であ り･苦 しく低い. 日本に凍 る外国人が疫学的に本 当
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に少ないのか､ E3本の医頒慮設では･肺外結核の診斬能力が倣いのか､今後の研

究課頚であ る｡超過滞庄 吉を多く診頼 しているあ る診横軸閑では､欧米なみの満

車で肺外結嶺 ･E&J.首を診療 してお りい ､診頒親閲の診断能力によってその割合が男

なって くる可能性 もあ ろう｡布空札 由相性率な ど病状がよ り進んで発見 され る

割合は､女性､非 日本語学校生､保険無 しに多 く､触診穀倉や生活別 I(こ恐 まれ

ないグルー ブが重症で発見 され ると思われ る｡

2.3 受診のZi!れ

外国人全仏 と しては､受虚の起れは ETA全体 と大差な く､中国やペルーなどは

日本全体よ り前官t=短 くな っている｡いわゆ る移民 (合法的)l=おいては､虻B!

骨品や哲睦的受診は土着住民 より古いことが穎察 されている1- 0.｡ ロン ドンの

移民結核恋着は､ 白人系英国入鹿 古よ り早 く受診 するという石川による調香研究

もあ るHl｡ これ らは合法的な保鯉サー ビスが保砕 された状況下での傾向の可能性

が高い｡ Ej本においては､移民とい うよ り･短期の出接ぎ外til人の要運が強 く､

出身国や背景によって･受診の肋細づけがかな り邦な る可能性が糾 ､｡非永住の

時国人L=対 する松葉の羽虫では.合法的滞在者は虻皮を議 も信頼 句閑受診串も高

いが､吉井のfaF虚で受虚で きなかった者もいた1,-｡ 日本語学校生の鯉放 壊乱判企

):､によれば､紅旗な外国人 E]本臼畠q･佼生の33%が結 核の治鎖法 として｢欣臥 i'

明｣な どと している｡ また27.,･が一人で病抗へ行けず､その主な理 由を ｢言 Qの

同席 ｣ と している｡さら(=･79･/｡は 日本の蛤接に対する公宵負担GJIEを知 らない｡

また石川 らの調査:)でも､結核は ｢治 らない病気J と考えた り､その原因を ｢18

伝｣や｢望｣と感 じている外国人もい る｡それ らか ら見ても､外国人に受診の此れ

はもとよ り､束発見者があ る程度いる可能性 も高い.超過涼在者や､合法的でも

背後t=7ローカーが控えている出花ぎのグループなどでは､現症化するまで受金

が選れ る可能作は大きい｡非 E]本譜学校生や･女性､保険的 しなとの即で､削 L

時病状に丑症傾向があることか ら､症状による外国人の受虚への動槻づけがn本

人なみ とい うよ り､ 日本人よ り症状の臼井が低 く､あ る程度病状が進んでか ら細

めて白文する可能性 も蒜し､｡ これは E1本では まだ十分研究 されてお ち丁､今後の

研究戎鬼であ る｡外国人の女性や飲食 ･接待某L=遅れが長いことは､こTLらのグ

ループが虫症 化､および他への感染性 という曹味で問頓性 が高 く､中畑空虚への

18



対応の課馬が示されている｡

2･4此迎滞Jt7kの企投状況

外国人結咳懇書では､大発見古なも し束農奴 古が 多.かとい う設tZ71こもけ る血

接的な回答は田津であ り､一部は23(受診の濁れ)で間帥 (=論 じた｡本品文で

はさらに東亜掛 二一 番別孫の深い r- 沖在者Jの結核空錠状 況を探った｡結核

智者中の由ia滞在者は､治癖や支払い方法が ｢自Z}｣のもので推定 したが.この

中には合法滞 在であ るが､探険に加入 していない者が含まれ るので､推淀他と し

ては信頼性が低 く･値が痛 くでる可能性があ る｡ しか し､この他よ ｡は低い (捕

定岩石ai)というや味で･一つの判断基呼 として用い ることがで きよう｡ フィ リ

ピン人を除 き､外国人稔人口中の割合に対 して･結横LP･右中の心朋 在 (推定 )

昔割合 が低 いことは･舶 滞在者は･a)結核にな りに くい (練成 な人がよ ｡多く

鮒 してい る)か･b)受虚 しに くい･ または診断 されても登載 されに くい､ こと

を7FL,ている｡前古も考え られるが､よ り後者の 可古紙 が揃いであ ろう｡即ち､

結核 怒古の うち･臥 B滞在等･法的に不利な t7喝にあ る恕者は､Eは され Tに

潜っている可能性が高 く､全ての思 古が安心 して診折や治席 を受け られ る8･l極的

な対策 を講 じない限 ｡社会的感染源を増やす恐れがあろう｡ フィリピン人に高 く

出ることは､8)同Eg出身の超過滞在 h-かよ ｡削 兵にな りやすい､ b)侃挨加入率が

酌 ､･な どの甥 由が考え られ･激 白の凋虫研究が必要であ る｡

米国におけ る現場での対応 としては,結版を雛 うJiL.古に対 して､医棟従11古は

｢滞在の合法性に関するF問を しない｣ことによ ｡､ 懇書に安心感 を与え､法的

なtAI恩 を回避 しようとしていることは興味あ る力法である>- 91

3･冶嫉状況に周する分析

3.1治娘紙災

在日外国人に冶辞中断が多いことは従A か ら報告されてきたが - ,.=･I I

993年実懸調虎でも外国人全休の治療完了平は633%で､村田を除 いても70%と

低い｡外国人qJ.者の治虎完了状況は著 しく悪いと青える｡捌 こ錘診鮎 のないを.

並折が走れ重症化 したi(捷函取推 抑 二冶錬完 丁半が低い.これ らは.,El古の予後
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という竜疎で も､社会的な感染危旅性 という竜鴫で も今後の対策上のAi要な課題

を示 してい る｡ 日不国内で発見された外国人恐古の多 くか､治稲 を垢めたにもか

かわ らT､治惑完了せず､治群中断するEI合がrT)t､ことは､現 行の結怯対策が不

十分であ ることを示頃 している｡

欧米先進諸国でも､従来か ら外国人怒古の冶僚完 了串が低 く田怨になっていた

1 1 '｡そこで抜々な方熊か講 じられ るようになってきてい る, ,r･[･一1

3･2 東荊il性への治始体制

兼剤耐性の田喝は本研究の主El的ではないが､関連課席 としてL･及する｡在 E7

外四人恐者に古平の薬剤耐性があることが報告され ているここ- が､ヒ記の不

十分な治締状況 と薬剤耐性 串とは深い関係があると言える｡外国人懸6-の一部は

本即 こおけ る不適切な治瀬 のため重刷i7性蘭を持ち込んでいる場合 も 卜分 考え ら

れ るが､ E]本における治療 中断や脱落の多い治頼状況 も先例敵性の原因 とな りえ

よう｡愚初か ら典剤耐性の場合でも､その f欄 とい う意味でも.よ り宿し､冶珊完

(串 ･冶iel串を目指 した体制づ くりが必嬰である｡

4.対策のあ り方

4･l診KIi･治瀬に対する特別な削 岩の必要

El本におけ る外国人結核忍者の割合は全薪立松,お古の 1./o強で､割合では少な

いが･高し､治療中新卒と耐性菌を作 る可能性､束苛税､不安奴の可能性笛､質的

にはさまざまな戚艦がある｡現存の 日本の結核 予防法､医療 システムでも適切に

運用すればかな り可能な面も多いが､担 当石の竜誰が不 卜分であった り､建前論

で運用が阻まれ･十分に機能 していないことも多い｡結核対策全殻 を芸すること

は本研究の主 目的ではないが･他のハイ リスク群 とともに､本研究で得 られた知

見に基づき･先進欧米誌Egの試みを参考にい くつかの対策削 ヒの方向を考察する｡

4･1･l中期触診の怠謡 と限界

在 日外EJ人の結 核推 せ辛は E]･6全体 と比べ､2-3倍古 く､入国後新 しいほ ど荘

恐やが高いので､開発途上回からの外国人に対 しては､入国後早期に暇軌 乍校､
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地域､併鯉席 等に おいて鮭診 を'RBEする曹長かあ る｡ 前記 11 (発娩時噺の批

'&)でも考察 したとお り､発病名の杓平政は入国時に何らかの榊lWX紙上の所見

があると巧え られることか ら､甲WJの鯉珍の 昏弟が市い｡ またP7生'Hの調 弦 =5 ･

J:･では､問診のみで も忠右群に入国抗よ り体調が懸かった石､既往症のあるもの

が有色に高いことか ら､入国時または入国LEEi後の問診でハ イ リスクの18別があ る

程度は行えるであろう｡ しか し､本研究でもカナダの成較か らも､残 りの半数近

くが入国後数年後に発病 してお り､早期の虻盆のみでは限界があ り.ハイ リスク

群 として､その後も紘FJ-t的な監視､比E3Z管理が必要であろう｡外LiI人への錘診 を

倍は的に勧めて いる光岡や英国で も､健診の実施 上の技術や効 串の限界があ る

(システムがあって もTf効に機能 していない)こと､入国時に発航 していな くとも

後年尾脚にわたって如 ､発病率が見 られ ることか ら､外国人を長州ハイ リスク群

として扱潔 し続けることが重要 とされているH J== '

4.i.2 冶鎖方法の盤化 :DOT

上記2)で述べたように､冶席か ら脱話 しやすい外 国人の治頼法 と しては.他

のハイ リスク群 と同蝕に特別の治鎖法が必要である｡欧米諸国で取 られている方

法は､DOT(DlreCtlさObscrvcdTherap) 直目鼻監視下投典)で､恐 月の服東 をR

前で確比する方法で､ El本でも胡睡的にDOTを実施する必姿があ ろう｡

4.i.3よ りリスクの㍍いグルー プへの対応

外国人の中で も､保険の無 ,､者や載叫見境によ り社会的軽演的不利なグループ

に兜兄の足れや未発見､治療腹話などの リスクが高い｡鼓 して女性は条件が.g く､

発見の選れ､重症発見が多い｡これ らのよりリスクの高いグルー プに対する特別

な腔.L,Faや診断捷会､治婚支ほや管哩の強化､法的滞在fi格を超 えたJLl応な ど特別

な対策が必要である｡そのために現場での様々な努力や試行を行 う必盟があ る｡

他の結核の増悪､合併因子としてHIVはgi輩な園子である｡在 日外回人結核公

有でのHIV陽性率に幽Tる ト分な調夜はAだされていない｡タイEgや ミャンマー､

その他のHIV慾染夜行地域か らの外回人結怯患者にHIV軸性 古が多い という施戯

報告りや ､全国主要結核施設を対象に した調査で､HJV野性結核心古70人の うち､

26人(37-/.)は開発途上凹か らの外国人であったとい う報告叫･な どより､外国人結
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措公有のHIV陰性串は全休 として高い と見てよ.､であろう｡外国人の結接に付樋

してH】V怒染は笠床上,対策上の虫要な況也であ る｡

4.2サーベイランスの強化

有効な対茶 を立案 し.適切な対応 を実施 する1･=めには､ii馴 月報に関するサー

ベイランスシステムか不可欠であ る｡西欧相国では､結核問頓における外国人･9

着軟や課厘が増大する中で､外国人th.}古を阜止 した結核サーベイランスシステム

が常蒸 されつつあ る日 ･｡不可欠な梢初 と して､出身臥 入団年月または滞在脚

間･指頼歴など最低限の伯 経が通常のサーベイランス システムに組み込まれ る必

要があ ろう｡ これ らは 日常の診断 ･治瀬 などの鑑床上の対応 にも必要であ り､ I.･

用であ る.東剤耐性状況な ど全国 レベルの柄袖によ り初めて可能であ る｡ E]本で

は現在の感染IiE発生動向鵡壷の中には外国人を意汚 した項 目はないが.今後は塵

要なハイ リスク群 としてこれ らの項 目をどこかの レベルで入れ､常時児計謂血で

きる体制が必安であろう｡

4･3外rq人に対する広 軸 ･巧兜のあ り方

診断のj5'れに対す る改善や治赫完 /に向けた対策削 ヒには文化や言語TJ=ど社会

学的背景の理解 が皿要であ る2)｡外国人には 三治上の囚煤や1.7確不足 が大 きい

ことは考娯23で論 じた｡多 くの外国人は ET4の医府 システムに脱するfrLi細が不

十分である｡合法的滞在者で文化的にもElも日本人に近いと思われ る綿国人でも

｢青典｣のra)堪=こよ り受診で きない人が多い (槙頚,リ ｡今後対策 (サー ビス)

の改苗を行 う際､結 核や日本の結核対熊について広神を強化すること､ またそれ

には､ r文化｣への足底や､理解 されやすい r雷韮 (即ち母国語)｣が重要であ

ろう｡



Ⅷ.結 論

ネ研究によ り以下のことが示された｡

11 1990年代に適用できる在 日外国人桔輯荘 懸軍が推定できた｡在E3外国人

結綾の平均罷 忠孝は､ 人口十万対7日 (95･'.B棟区個は7J71S2L)と推

定 され､同時期 の 日本平均(J26)の LS倍､外Lif人 と同年代であ るE3ノF

の20-39歳 抵(257)の､31倍 となる｡出身凶の疫学状況か ら推淵 してみ

て･ この外国人確.E..r･卒は当分大 きく変化 しないと考え られ,-力､ 日本

人の擢心事は漸減 しているので､外国人の対 円JP人に対する確,丑年の差

は今後iZiに拡大するであろう｡

2･ 結抜擢想率は･出身匡=こよって首 しく異なるoL柑 (loヰ)､細田(128)は

日本平均の2-3倍･ ミャンマー(2J3)､ タイ(250)､台湾(2写7)は6-7倍で

ある｡ また入国年､滞在年数によっても兄な り､托 して入国L-'L後に布 く､

淋次減少 して行 く｡将来の外国人結核悠b予測数は､ これ らの桶だ価.率を

用いて計罪可能であるが､出LjEl別人回 &･政､滞在年数に影音されよう｡

3･ 結核発病者の約半分は､入Lil時何 らかの神石't所見があ り,残 りは入出後

兜納 したと考えられ る｡

4･ ･船 首発見 と しては､日本語学校生のように､合法､右保険の外Ld人は班

診換金 も多 く､病状 も軽 く充見されている｡超過滞在 右など社会的往訪

巾不利なグループに児兄の足れやiZl症発見が多い｡放 して女性 は真作が

想い｡飲食 ･接客某に受診の遜れが多い｡ これ らの リスクグルー プE=対

する特別な旺盛やuye斬発会､法的滞在n-格を増えた>J応など特別な対茄

が必要である｡

在日外国人は､言語､文化､滞在の合法性､社会qLJ制約などよ り､診断

の遅れはもとよ り､束診断､.t発見の可能作 も市い｡特に超過存在者な

ど社会的経済的不利なグループによ発見 占､克丑fi古が多 く存在すると

考え られ る｡

在E3外国人の結頓治療完 了串は出身Egや背茨によって共なるが､一般に

かな り低 く､治療脱議の リスクが高 い ｡柿に飲食 後名文､墜症発見者
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の完了率が低い｡

丙発途上国か らの外Eg人に対 しては､入団後早朋に､学校､33喝､埴L.i

において･健診 を実施 する必要があ る｡ またその後 も故年(1､5年)は鮭

積的な監視･鯉故管理が必要である. また受診の起れ今治城中断が多yl

ことを想定 した特 別fJ=対策 が必要であ る.仰 ちリスクグルー プへの特 別

な虻診や透析嶺会,治蝶支援や管理の削 ヒ､法的封格 を超えた対応など.

様々な努力や現喝での試行を行う必要がある｡

8･ j7効TJ=対策 を立案するためt=不可欠な梢 紹 (出身臥 滞在糊臥 冶府歴

な ど)の収災 システム (サーベイランス)を強化する必要があ る｡ふ研

究はそのための基礎斉科 を提供 した｡

9 我国にきた外国人机 結核 を頚痛 しない=-A境 を作 るこ と.発病 しても甲

期に虚断がなされ･芯後 まで安心 して治鍵 を受け られ るシステムを作る

ことは､ 口本の公衆等テ生学､結核揃竿のTF貿fJ･瓜艶 とFL思われ る｡
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図l入Ei)年コホート.蒜在年数別結核羅患率
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蓑 1 人ES]年 税宰年別外国人推定人口三､結核患者致 ､結核羅吾平&

ER蕪 年1987 F 1988 1 1989 1 1990 1 1991 r 1992

1987 年夫人口結核患者放捨接罷患串1988 年央人口入 監 志 望1989 年央人口ED 霊 芝霊宝1990 年突人口年 結核患者汝括抹罷塩辛一g91 年央人口結核患者数括接罷金串1992 年央人口結核患者数培抹羅患串 (全 桔 怯 )

53.089-I1222.6(46.2) 781073443.584.0393642,S(443) 45.6403678.9132.4697355.1795657594.3(431) 39.0011948.791.8164447.I122.7337661.9114.6918675.0(41.9) 35.4032262.184.6342327,281.3146175.0190.82210152,9171,15613578.9(40_8) 33.1011236_380.8571619.873.4344358.5144.6506645.6301.47515451.1142.850143100.1(393)

1987 畳圭読者致1988 畳壬最者数人 塗抹荘性罷急事1989 登録者数EEI 空妹尾性維患串1990 萱i王者故等 塗捷舟性謀盟辛1991 登録者出廷抹信任謙遜串1992 重iま舌鼓塗抹A;性罷金串(El本全体罷,t変) (菌 塗 抹 PA性 )

▲人口十万対孝
一推定年央人口 (抜当年年末人口+前年主菜人口)/2で近似

^当年以降の入CB者を対女にしたため､前年年末人口は弄く､当年入四年末人口 106.177人の半数
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蓑 2 出身国別平均結核羅患率 (1987-1992) (対十万)

出姻 推定黒臥 口 異観 軸 捻抜擢怒率 入酢 明春を能

(万人) 全結核 望扶- 全- 空抹F%性 吉富警芸 喜芸笠

外国人全休 218.10 1267 385 581 177 1.710 784

中国 3745

印匡】 3009

7イリヒ●ン 2437

へ●AI 669

7●ラシ1 2895

ミャンマー 156

ハ●ンク◆ラデシュ 590

タイ 124

台湾 108

330 61

300 79

167 67

97 48

80 26

32 14

22 8

21 14

20 10

881 163

997 263

685 275

1450 717

27.6 90

2056 900

373 136

1694 1129

1852 926

390 1041

386 1283

242 993

118 1764

102 35_2

38 2435

38 644

31 2500

31 2870

日本全休◆ (全年齢) 426 102

(20-39i) 257 70

結接の統計 (1988-1993)による(文献47)
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黍 3 発病時期の推定

入国時推定Xは所見 入院,t.者 外来,5.育

活動性所見あり

治雁所見あり

所見(疑い)あり

不明(多分無い)

所見無し

t二 二: _i ∴

:: :::号 40% :: .'::号 52%

it 103 (loo) 54 (loo)

(協力施設 ･結核予防会zZ十字病院､田立EF際医虎センター､亙三溝事所乗某病院､

結核予防会渋谷診療所､湊町診療所)
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表 4 外国人結核患者の発見方法 (1987-92)

背 * 総数 (%) 有症状受診(%) 錘康診断(%) その他(%)

外 国人全体 計

日本;喜学校生

非芋校生

1710 (100) 798 (467) 625 (365)

男 897 (100) 361 (402)

女 813 (1.., .,7 (5,8, 23: :;≡:,']b,
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1

0
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1
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1

1

'結核の統計 1993(文献 47.pp68)

･)(外国人全休と日本平均の比扱) xl=10362. df=1. Pく001

b)(外国人男女仰の比較) x2=286. df:I. Pく001

6)(日本桔学校生･非学校生r'lの比較)x2=1138 df=l P(00l

a)(保険有*間の比較) x2=427. df=1. Pく001

･)(女性保険有*r'lの比較) x2=135, df=1. P〈001

i)排 日木精学校生男女rJ-Iの杜較) x2=173 df:I Pく001
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表 5 外国人結核愚者の発見場所 (1987-92)

総放 (%) 保健所 (%) 医療機関 (%) 学校.織噂 (%) その他(%)

外国人全体 計 1.710 (100) 236(138) 1.010 (591)

男 897 (100) 132(147) 467 (521)

女 813 (100) 104(128) 543 (668)

日本桔学校生 4

8

6

2

8

4

0

6

4

6

4

2

4

3

∩
)

1

5

5

2

2

9

4

4

5

3

2

2

1

■-

2

【∠

計

男

女

計

男

女

計

男

女

計

男

女

0

0

0

0

0

0

0

lU

IU

0

0

0

0

IU

0

0

0

0

0

0

0

0

(100)

不明･その他 計 588 (100)

男 371 (100)

女 217 (100)

(日本平均)' 45,474 (100) 1.912 (42) 36.106 (794)

340 (199) 124 (73)

221 (246) 77 (86)

a) 119 (146) 47 (58)

5.488 (121) 1,968 (43)

T結核の統計 1993(文献 47.pp68)

aH外圧)人全体とEl本平均の比較) x2=4060, df=1, P<001

b)(飲食 接客業と他の推稚く家事を除く)との比較) x2=1064. df=1 P<001

C)(有事と他の概種(飲食･接客業を除く)との比較) x2:2076, df=1 P<001

d)(飲食･接客業と家事との比較) x2=006, df=1. P,05



表6-1 外囲人結核患者の発見時病状 (日本語学校生 ･非学校生別) (1987-92)

総数(%, 肺外警 のみ 肺- (%, 憲 (%

外国人全体 計 1.710(100) 114

男 897(100)

女 813(100)

0

4

4

7

日本真吾学校生 計 544(100) 19

男 338(100) 14

女 206(100) 5

非E]本王吾学校生 計 1.166(100)

男 559(100)

女 607(100)

(日本平均)' 計 48,956(100)

95

26

65

6343 ;:-_-I:I

男 31､936(100) 1,376 (43)

女 17.020(100) 2.087 (123)

1557(911) 39(23)

838(934) 19(21)

719(884) 20(25)

520(956) 5(09)

320(947) 4(i2)

2∞(971) 1(05)

1037(889) 34(29)

518(927) 15(27)

519(855) 19(31)

45.474(929) 19(00)

30.522(957) 8(00)

14,922(878) 11(00)

†結核の統計 1993(文献 47.pp47)

a) (外国人全体と日本平均の比較) x2=04. df=L P〉01

b)(外国人男女間の比較) x2=148. df=l Pく00l

c)(日本椅学校生･非学校生間の比較) x2=122. df=l P(001

d)(非日本は学校生男女間の比較) x2=140. df=1, Pく001

e)(日本桔学校生･非学校生女性F'司の比較) x2=123 df=1, Pく001

f) (日本書き学校生男女間の比較) x2= 07 dF=l P)01



表 612 外E9人結核患者の発見時空洞有無(学校生 ･非学校生別) (1987-92)

総数 (鶴) 空洞あり(%)
空洞無し その他･

(%) 不明 (%)

外国人全体 計 1.710(100) 627(367) 854(499) 229(134)

男 897(100) 329(367) 472(526) 96(107)

女 813(100) 298(367) 382(470) 133(164)

日本王害学校生 it 544(100) 121

男 338(100) 81(2

女 2C6(loo) 40(1

非白木指学校生 計 1.166(100) 5C6(4享.;妻;o江

387(711) 36(66)

232(686) 25(74)

155(752) 11(53)

467(401) 193(166)

男 559(100) 248(444) 240(429) 71(127)

女 607(100) 258(425) 227(374) 122(201)

(日本平均)● 48,956(100) 18.329(374) 27,145(554) 3.482(71)

T結核の続I十1993(文献 47.pp65)

a)(日本指学校生･非学校生間の比較) x2=715, dF=1. Pく001
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表 6-3 外国人結核患者の発見時菌塗抹結果

(日本語学校生 ･非学校 生別 ･保険有無別) (1987-92)

背 景 総数 (%) 塗抹陽性 (%) 塗抹陰性 (%)
その他･

不明 (%)

外国人全体 計 1.710 (100) 519 (304) 966(56.5) 225(13.2)

≡ …7日 二ZZ; ≡;; :2,;::;]a, ;喜ヲ芸 …; 二喜…('二三;;

日本語学校生 計 544 (100) 68 (12

男 338 (100) 43 (12

女 206 (100)

非日本語学校生 計 1,166 (100)

男 559 (100)

5

.1

3

2

5

0

4

つ｣

(121)

(387)

]5

7

1

【

377(694) 99(18.2)

232(686) 63(186)

145(704) 36(175)

589(505) 126(108)

363) 297(531) 59(106)

女 607 (100) 248 (40.9) 292(481) 67(ll.0)

保険有り 計 1.351 (100) 349 (258

男 705 (100) 160 (227

女 646 (100) 189 (29.3)

保険無し 計 289 (100) 135 (467)

男 155 (100) 66 (426)

女 134 (100) 69 (51.5)

不明･他 計 70 (100) 35 (500)

812(60.1) 190(141)

440(624) 105(149)

｡) 372(57･6) 85(13･2)

133(460) 21(7.3)

78(503) 11(7.1)

55(410) 10(75)

21(300) 14(200)

男 37 (100) 20 (541) 11(297) 6(16.2)

女 33 (100) 15 (455) 10(303) 8(242)

日本平均)' 計 48,956 (100) 15.540 (31.7) 26,063(532) 7,353(150)

男 31.936 (100) 10.915 (342) 17,301(542) 3720(116)

* 17.020 (100) 4,625 (272) 8,762(51.5) 3.633(21.3)

†結核の統計 1993(文献 47.pp56)

a)(外国人全体男女間の比較) x2=7.6. df=1. Pく001

b)(日本語学校生･非学校生間の比較)x2=1202. df=1. P(001

C)(保険有無間の比較) x2=499. df=1. Pく001
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表 7 外国人結核患者の受診の遅れ

(症状出現から受診の期間 .職業別 ･出身国別) (1987-92)

患者数 1ケ月 2ケ月以内 2ケ月以上

(%) 以内 (含 1ケ月以内)

外国人全体 計 659(100) 469(71.2) 540(81.9) 119(18.1)

≡ ;≡ :二認 諾 ; :三75::;]a, …85…:…ここ…; 48(16)71(19.8)

日本真吾学校生 92(100) 61(66-3) 73(79r3) 19(20_7)

機械工 122(100) 93(76_2) 105(86.1) 17(13,9)

家事.主婦 144(100) 101(70.1) 114(79.2) 30(20_8)

土木 11(100) 7(63.6) 8(72.7) 3(27.3)

飲食.接客業 72(100) 43(59.7)b) 55(76.4) 17(23.6)

C ) 29(17.0)

出身Ei] 6(27ー3)

中囲 99(100) 79(79.8)a) 84(84.8) 15(15.2)

韓国 124(100) 88(71.0) 101(81.5) 23(18.5)

フイリt'ン 145(100) 92(63.4) 112(77_2) 34(22.8)

5(28,8)

14(23.3)

ヘ●ル- 54(100) 45(83.3)d) 50(92.6) 4(7_4)

(日本平均)ー 23.880(100) 16.731(70.1) 19.987(83.7) 3.905(16,3)

†結核の統計 1993(文献 49,pp68)

a)(外EiI人男女間の比較) x2=54,dI=1, P<005

b)伸 食･接客業とその他の即 事の比較) x2=51,df=1. P<005

C)(中国とそれ以外の出身国の比較) x2;42.df=1, P<005

dHペルーとそれ以外の出身国の比較) x2=36,df=1, P>005

e)(外国人全体と日本平均の比較) x2=14.dI=1. P>01



表 8 超過滞在者の人口内割合と患者内割合(推計)の比較(1992)

出身Ei) (在留人口) 総人口中の割合
轄積患書中の割合

(自発患者割合)

外EE)人全休 (863,762)

中 国 (175038)

控 E) (113,619)

フィリピン (92.435)

ペルー (22.397)

9 < (62.422)

%

%

%

%

%

%

訓

17

33

37

28

8



表 9 外国人結核悪者の治療状況 (1987-90)

背 景 総数 治療完了 脱落 死亡 転出 帰国 他

外国人全体 689 436 34 4 53 68 94

9! 371 239 (4.9) (0.6) (7.7) (9.9) (136)15 2 29 35 51

(100) (64.4) (4.0) (0_5) (7.8) (99) (13_6)

女 318 197 a) 19 2 24 33 43

出身国 3 0 0 3 7

中国 171 126 6 2 13 4 20

(100) (73.7)C) (3.5) (1.2) (7.6) (23) (llL7)
斡Ei] 191 125 5 2 15 19 25

(2.6) (1.0) (7.9) (9.9) (13.1)
10 0 2 12 13

(l托業) 7 0 25 17 38

6 0 1 9 9

(100) (44_4)a) (13.3) (0) (2_2) (20) (20)

その他 365 224 21 4 27 42 47

(発見方法) 23 4 16 45 43

健診発見 ::2:a :;言芸]e, (7.4) (1_3) (5.1) (14_5) (13_8)

6 0 21 13 32

(園塗扶検査)鴨性 186 85 13 1 9 43 35

- :二3:9:日 禦 (7.0) (0.5) (4_8) (23.1) (188)

16 3 33 19 40

(4rO) (0ー8) (8.3) (4.8) (10-1)

日本平均一 ly.3 1,38i.183 634 592 763

1991-93年登録者で59歳以下(文献 48pp59)

a)(外国人全体と日本平均の比較)

b)(バングラデシュとそれ以外の国の比較)

C)(中国とそれ以外の国の比較)

d)(飲食･接客業とそれ以外のl政権の比較)

e)(症状受診と触診発見間の比較)

i)(塗抹陽性 陰性間の比較)

x2=3001 df=1. Pく001

x!=05. df=1 P)01

x z=TO6 df=l P(001

x2=73 df=T P(001

x2=106.df=l. Pく001

x2=382.df=1. Pく001
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付表 1 欧米工業先進諸国の結核羅患率と外国人

結核羅患率(十万対) 全新登録患 同左

者中の外国人

非外国人 外国人 割合(1992) (1995)

オランダ (1992)◆ 50 1030 51% 62%◇
スウェーデン (1992)■ 36 405 54% 56%◇
スイス (1992)● 92 352 48% 53%◇
ノルウェイ (1992)● 42 572 39% 41%○

ドイツ (1992)' 135 668 28% 29%◇
フランス (1992)● 102 600 24% 28%◇
イギリス (1988)-● 47 999 47%(1988) 57%(1993)"

カナダ (1989)r 6 28 487.(1989)

7メリカ合衆国(1993)事 74 326 30%(1993) 36%''

文献 3.

♯★ 文献 4,

' 文献 5.

f 文献 6,

†† 文献 8.

日 文献 9,

◇ 文献 10



付表 2 年齢別 ･性別外国人結核登録者数(1987-1992)◆

年 齢 (FA) 男 女 合計 % l 日本全体%

(1992)I

06

21

8.7

74

124
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223
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4
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付表 3 出身国 ･性別外国人結核登録者数(19871992)I

出身国 男 女 計 (%)

中国

特匡】

フィリピン
ペルー

ブラジル

ベ トナム

ミャンマー

バングラデシュ

タイ

台湾
ネパール

インド

パキスタン

マレーシア

スリランカ

ボリビア

キプロス

香港

米国

アルゼンチン

カンボジア

北朝鮮

イラン

スーダン

ザイール

ナイジェリア

コロンビア

7ラブ首長国連邦

ラオス

ガーナ

その他

不明

239 151 390 (228)
189 197 386 (226)
35 207 242 (142)
80 38 118 (69)
58 44 102 (60)
29 17 46 (27)

23 15 38 (22)
38 0 38
7 24 31
10 21 31
20 2 22
16 4 20
19 0 19
6 2 8

5 1 6
4 2 6
3 3 6
4 2 6
5 0 5
4 1 5
2 2 4
2 1 3
2 1 3
2 0 2
2 0 2
2 0 20 2 2
2 0 2

1 1 2 (01)
2 0 2 (01)

10 7 17 (10)
76 68 144 (84)
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897 813 1.710 (1000)
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